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このメールマガジンは、NPO法人日本自費出版ネットワークの会員の皆様にお届けしてい
ます。
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リバティ・パブとは…
自由な思いをカタチにしていこうという人たちが集い、
情報を共有する場です。

・リバティ…Liberty(自由)　　
・パブ……Publication（出版）とPublic House（公共の場）、PUB（大衆酒場）を掛けて

私たちの使命は、あふれる情報を文字にとどめ、言葉を編み、あるいは絵や写真にして、
「本」に残したいという著者の思いを共有し、一緒に本を作り上げていくことです。
著者の思い描くものよりもさらに良いものに作り上げていく工程は、芸術作品を作り
出すことにも似ています。そう、自費出版は文化ですね。
リバティ・パブで一緒にこの文化を広めていきましょう。

□□　――――――――――――――――――――――――――――――　□□

こんにちは! 日本自費出版ネットワークのメルマガ担当鳥原です。

日本自費出版フェスティバルも無事終了しましたね。
私も大役を終えてほっとしています。

このフェスティバルを通して、私が感じたことは、
ＳＮＳの発達でどんどん情報が流れていく中で、留めておかなくてはならない記録、
あるいは伝えていかなければならない想いや文化を、紙に残すことの大切さです。

ＳＮＳの情報は触れることはできないけれど、本の重みや温かさを、
実際手に取って触れて感じることは素敵だなあ、とも思いました。
皆さんはどんなことをお感じになりましたか？

それでは、「リバティ・パブ」№２をお届けいたします。
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1. ニュース……第20回日本自費出版フェスティバル開催

2. トピックス…アドバイザー講座で著作権を学ぶ

 　トピックスその２…川井代表理事が
               NHK BSプレミアム「桃源紀行」に登場
   トピックスその３…「ブックインとっとり2017」
               第30回 地方出版文化功労賞　奨励賞受賞
              サンライズ出版『再考　ふなずしの歴史』

4. お知らせ……ＮＰＯ法人日本自費出版ネットワークの新ＨＰ
   制作委託は「日相印刷」に決定



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

□□　―――――――――――――――――――――　□□
1.ニュース…日本自費出版フェスティバルが開催されました
□□　―――――――――――――――――――――　□□

１０月７日あいにくの雨の中、第20回日本自費出版文化賞表彰式と
自費出版アドバイザー認定授与式を行う日本自費出版フェスティバルが、
東京市ヶ谷のアルカディア市ヶ谷（私学会館）にて開催されました。

例年のように、受賞者のスピーチの後、初参加された日本印刷産業連合会 
神戸好夫専務理事が挨拶の中で、とても感動したと感想を述べられました。
また、ＪＡＧＲＡの沖専務理事からは、今までで一番進行が良くできた式典だったと、
スタッフ一同の対応に感心していました。

お手伝いいただきました皆さま、ご協力ありがとうございました。
お褒めの言葉を糧に、来年も更に素晴らしいフェスティバルにしていきましょう！
 
□□　―――――――――――――――――――――　□□
2. トピックス…アドバイザー養成講座で著作権を学ぶ
□□　―――――――――――――――――――――　□□

10月6日に、第29回自費出版アドバイザー養成講座
「～実例で考える～これですっきり著作権」が開催されました。

参加者は、北は北海道・旭川から首都圏を含め、長野や奈良などから
22人の皆さんが受講し、その後の親睦会も楽しみました。

講師の川瀬真氏（横浜国立大学･大学院教授）の講義で、
「著作権は著作物を創作した時点で自動的に発生し、しかも、
その瞬間に著作権条約に加盟している176ヵ国でも自動発生する」という説明に
改めて驚きました。
自費出版に携わる上で、必ず問題になる著作権。
今回は具体的なお話も聴けて、とても参考になりました。

□□　――――――――――――――――――――――　□□
トピックスその２…川井代表理事が
NHK BSプレミアム「桃源紀行」に登場
□□　――――――――――――――――――――――　□□

10月28日放映、NHK BSプレミアム桃源紀行『井の頭公園』の
番組にて、井の頭公園100年写真集を出版し、
幼少時代から井之頭公園をよく知る人物として、
番組中盤より川井信良氏（日本自費出版ネットワーク代表理事、
（株）文伸印刷 社長）が登場しました。

画面の中で交わす言葉、表情のどれもが地元愛で溢れ、特に、
番組のクライマックスとして、ご自身の大病による絶望の中から、
井之頭公園の森の中できる「希望」の光をもらい、
病気を克服していくエピソード、そしてその場面を進行役で
イラストレーターの芳川暢洋さんが再現した「イラスト」
は感動ものでした。

なぜ、井の頭公園100年写真集が２年の歳月を費やして誕生したのか、番組を通して
その真意に触れることができたように思えます。

見逃した方、再放送がありそうですから、ぜひ、ご覧くださいね。



□□　――――――――――――――――――――――　□□
トピックスその３…「ブックインとっとり2017」
第30回 地方出版文化功労賞　奨励賞受賞
サンライズ出版『再考　ふなずしの歴史』
□□　――――――――――――――――――――――　□□

地方での出版活動を盛り上げようと、全国から集めた約３５０点の
書籍を展示するイベント「ブックインとっとり」が
鳥取市の県立図書館で行われ、第30回地方出版文化功労賞　奨励賞に
サンライズ出版株式会社の『再考　ふなずしの歴史』が受賞されました。

おめでとうございます！

イベントには、井の頭公園100年写真集、さらに揺籃社さん、
リーブルさんなど仲間の本が並んでいました。
ちなみに「ブックインとっとり」は１９８７年に「本の国体」と呼ばれる
イベントが県内で開催されたのを機にスタート。
県内を中心とした本の愛好家らの有志でつくる実行委員会が主催し、今年で３１回目で
す。
自費出版文化賞の告知も地方の出版社へと広めていけるといいですね。

□□　―――――――――――――――――――――　□□
４. お知らせ……ＮＰＯ法人日本自費出版ネットワークの新ＨＰ制作
委託は「日相印刷」に決定
□□　―――――――――――――――――――――　□□

今年度と来年度は、ＮＰＯ法人日本自費出版ネットワークのホームページの
リニューアルが課題になっていますが、このたびその委託業者が決まりました。

神奈川県相模原の株式会社日相印刷さんです。パチパチパチ～！

現在、構成やデザイン、データの受け渡しなどを進めていますが、
2018年度早々には完成予定です。

日相印刷さんは、今年の奈良大会に初参加（荒井慶太取締役）して会員になられた
元気な企業です。ちなみにこちらが日相印刷さんのＨＰ
↓↓↓
https://www.print-nisso.com/index.htm
やっぱり元気なホームページですね！

*******************************************************
★あとがき

はじめにＳＮＳのお話に触れましたが、
今や私たちの生活から切り離せないＳＮＳです。
ただ毎日そんなにたくさんの情報処理能力は人間にありません。

でも、この情報のシャワーをただ浴びればいい、とあのホリエモンは言っています。
多くの情報の中から自分にとって大切な情報は、頭のどこかに残り、
それが後になっていろいろ結びついて新しいアイデアになるそうです。
とりあえず、情報のシャワーを浴びておきましょう。

今回のトピックスその２と３の情報は、日相印刷荒川さまと
サンライズ出版岩根さまよりいただいています。



これからももっと自費出版文化を盛り上げていくために、
皆さまからの情報をお待ちしています!
どうぞよろしくお願いいたします。

あっという間に、季節は秋から初冬へ。朝晩の寒暖の差がある季節ですが、
実は私、この美しい季節が大好きです。
皆さまどうぞお風邪など召されませんように。

最後までお読みいただき、ありがとうございました。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

お気づきの点、掲載情報、はたまた私への激励のお言葉がございましたら
yumi@maruwanet.co.jp  まで、お願いいたします。


